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A-54)悪性神経腸液に対する温熱化学放射線療

法の治療成績

高橋 英明 ･田中 隆一
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我利ま,悪性神経腸液の非摘出術施行例に対して積極

的に低侵襲性治療である組織内温熱療法を局所放射線治

療および化学療法とともに併周してきた.今回は,その

治療成健を報告する. E対象】悪性神経搭鹿54例で,そ

の内訳は初期治療に温熱放射線療法を行った29例と,再

発症例で温熱治療を行った25例である.局所麻酔下に定

位脳手術装置により温熱治療用の電極を設置し,腺癌

線を43℃として加温した.加温は,13.56MH z,RFin-

teTSも最alhypertheTmian法により行った. 【結果】

初期治療例 (29例)において,画像上,CR8,PR9例

で,秦効率は59%であった.再発例でも,CR3,PR 8

で,秦効率は44%であった,副作用は一過性の脳浮腫が

8例が主なものであった. 【結語】温熱療法は,初期寛

解導入期に,摘出術が施行できない症例に対して放射線

や化学療法と併用し,深部に再発した症例において化学

療法と併用することで有効な手段となりうる.

A-55)聴神経魔境に肘するガンマナイフ治療後

の水頭症の発生について

rh耗汀 奴う ー&臆 由f古川星陵病院鈴木二郎＼
中郡 裕之 ･高橋 康は裟
城禽 英史 ･吉本 高志 ほ

ガンマハウ
北 大
神 経 外

･･)

'['-:)

g目的】聴神経腫癌における合併症として水頭症はよ

く知られているが,Gammaknife(GK)治療により

新たに水頭症を豊する症例もあり,その要因に関し検討

した, 【方法】1991年11月から1996年4月に治療され

た86例が対象,追跡期間は10ケ月-63ケ月 (平均34ケ月)

である, 王結果3ガンマナイフ治療時に既に7例でシャ

ント手術が施行されており,10例で水頭症症状はないが

画像上で水頭症が認められた.ガンマナイフ治療より30

ケ月後には新たに9例でシャント手術が必要となった.

水頭症を里した症例は,高齢者で腫藤体積の大きい傾向

があった. モ考察】水頭症発生例は第四脳室への圧迫が

軽い症例にも多くみられ,機械的圧迫が原因とは考えら

れなかった.聴神経腫虜に対するガンマナイフ治療後は,

臨床的,画像的 rollo11･･upが重要で,その際には水頭
症の発生を念頭に置く必要がある.
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≪目的》 トルコ鞍内あるいは下垂体茎部に発生する

gprminomaは希であi).npurohypophysealger-

minomaと呼ばれている.我利 ま,19銅年から1997

年9円までの間に,6例の npurohypophyspalger-

minomaに対 し,EP もしくは ICE療法に 24Gy

の局所放射線照射を組み合わせる治療を施行し,良好な

治療成績を得ている.この6例を元に,neurohypか

physeal酢rminomaの治療について考察する. 電対

象 ･結果》6例は男5例,女1例で,年齢は10歳から20

歳 (平均 14.5歳)に亘った,内訳は,puregeTmi-

nomaが3例,germinomawithSTGCが2例であっ

た.食倒で尿崩症が初発症状であり,診断までの期間は,

症状出現より,1ケ月から4年,平均 16.3ケ月であっ

た.3例では,尿崩症発症後の MR王で異常を認めない,

いわゆる radiologiL,allyoeL,ultneurohypophyseき11

geTminomaの期間が確認されている.治療は,化学

療法として,種別に ICE療法,2例に EP療法が施

行され,王CE 4コ-ス終了直後で,放射線照射待ちの 1

例を除き,5例総てに局所照射を 銅Gy行った.全例,

画像上 compleもeTemissionの状態である.しかし,

臨床的には,食倒尿崩症が残存し,DDAVP の投与を

要している.電結論夢ICE療法もしくは EP療法と24

Gyの局所放射線照射を組み合わせる我々の治療法は,

neurohypophyseaigeTminomaの治療法として,罪

常に有効であることが示された.また,6例中3例が,

いわゆる radiologicallyoccultneurohypophyseal

germinomaの期間を有していたことより,尿崩症の

症例では,MRi上異常が認められなくても,定期的に

注意深くMRIで follow する必要があることが示唆

された.

B-1) 月削11管撮第三で非特異的な所見を呈 した

賢まioblastomaLの-症例
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脳血管撮影で中硬膜動脈から feeding され.あたか


